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一
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
「
師
説
」
と
講
説
の
場

承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）、
源
順
が
撰
進
し
た
『
和
名
類
聚
抄
』（
以
下
『
和

名
抄
』
と
略
称
）
に
引
用
さ
れ
る
文
献
は
、
漢
籍
・
和
書
・
仏
書
合
わ
せ
て
三
百
数
十

種
に
の
ぼ
る①
。
そ
の
多
く
は
書
名
を
も
っ
て
和
訓
を
み
ち
び
く
が
、
な
か
に
は
書
名

を
あ
げ
ず
、「
師
説
」「
俗
云
」「
俗
用
」「
俗
語
云
」「
此
間
云
」「
和
語
云
」「
訓
」

「
読
」
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
も
の
が
あ
る②
。

こ
の
う
ち
、「
師
説
」
と
す
る
注
記
は
、
十
巻
本
系
に
四
九
例
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

引
用
書
目
を
引
用
回
数
の
多
い
順
に
あ
げ
る
と
、『
文
選
』
二
五
例
、『
遊
仙
窟
』
七

例
、『
日
本
紀
私
記
』
三
例
、『
日
本
紀
』
二
例
と
つ
づ
き
、「
師
説
」
引
用
二
例
の
書

は
『
顔
氏
家
訓
』『
漢
書
』『
周
易
』『
食
療
経
』、
一
例
の
書
は
『
礼
記
注
』『
晋
書
』

『
病
源
論
』『
宿
曜
経
』
と
な
る
。

『
和
名
抄
』
に
お
け
る
「
師
説
」
注
記
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

川
口
久
雄
氏
は
「
師
説
」
に
直
接
書
承
・
間
接
書
承
の
経
路
を
想
定
し
て
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
た
。

な
お
周
易
・
文
選
・
遊
仙
窟
等
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、「
師
説
」
と
し
て
訓
を
注

し
て
い
る
が
こ
れ
は
明
ら
か
に
孫
引
で
は
な
く
し
て
、原
典
の
訓
点
本
を
「
師
」

と
称
す
る
も
の
か
ら
う
け
伝
え
た
の
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
訓
を
ひ
ろ

い
と
る
に
は
、
直
接
に
訓
点
本
を
ひ
ら
い
て
え
ら
び
と
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ

れ
ら
の
訓
釈
や
音
義
を
あ
つ
め
た
冊
巻
の
ご
と
き
も
の
、（
た
と
え
ば
宇
多
天
皇
宸

翰
の
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
周
易
抄
の
よ
う
な
も
の
）
ま
た
は
本
文
の
巻
尾
ま
た
は
毎

節
の
末
に
一
括
し
て
翻
訳
や
音
義
な
ど
を
ぬ
き
だ
し
て
し
る
し
つ
け
た
も
の

（
例
え
ば
興
福
寺
所
蔵
延
喜
古
鈔
本
日
本
霊
異
記
の
よ
う
な
も
の
）
に
よ
っ
て
、
そ
の

訓
釈
・
音
義
が
ひ
ろ
い
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い③
。

『
和
名
抄
』
の
引
用
書
目
、
特
に
「
師
説
」
注
記
の
付
さ
れ
た
書
目
は
、
律
令
の
範

疇
に
収
ま
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
。『
周
易
』『
礼
記
』
は
「
大
学
寮
式
」
に
い

う
「
応
講
説
書
籍
」
で
あ
り
、「
学
令
」「
医
疾
令
」
に
は
官
人
・
学
生
・
医
生
・
針

生
等
の
必
修
の
書
目
が
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、『
文
選
』『
爾
雅
』
は
「
選
叙
令
」
に

「
進
士
取
明
閑
時
務
、
并
読
『
文
選
』『
爾
雅
』」
と
み
え
、
さ
ら
に
、『
日
本
紀
』『
日

本
紀
私
記
』
に
は
日
本
紀
講
書
の
場
が
存
在
し
、『
漢
書
』『
史
記
』
も
広
く
読
ま
れ

た④
。『
和
名
抄
』
の
背
後
に
は
律
令
が
あ
り
、
大
学
寮
を
は
じ
め
と
す
る
講
筵
の
場
、

学
問
教
育
の
場
が
存
在
し
た
。

平
安
期
の
漢
籍
・
古
辞
書
に
み
え
る
「
師
説
」
三
三
三
条
を
収
集
さ
れ
た
小
林
芳

規
氏
は
、
こ
れ
ら
が
字
句
校
異
・
字
音
・
訓
読
・
釈
義
考
証
の
多
方
面
に
わ
た
る
当

時
の
学
問
の
具
体
相
を
示
し
て
お
り
、「
師
説
」
と
は
、
大
学
寮
に
お
け
る
教
官
の
講

説
・
講
義
録
を
主
と
し
た
教
官
の
説
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
成
立
を

平
安
初
期
と
さ
れ
た⑤
。

一
方
、「
師
説
」
注
記
が
七
例
検
出
さ
れ
る
『
遊
仙
窟
』
は
唐
代
の
俗
書
で
あ
り
、

大
学
寮
で
講
筵
の
ひ
ら
か
れ
る
質
の
書
で
は
な
い
。
蔵
中
進
は
『
遊
仙
窟
』
に
「
官

学
外
の
場
所
で
行
わ
れ
た
訓
読
伝
授
の
場
」、私
的
講
筵
の
場
を
想
定
し
て
次
の
よ
う

『
顔
氏
家
訓
』
と
『
和
名
類
聚
抄
』

―
『
遊
仙
窟
』「
師
説
」
注
記
と
の
比
較
か
ら

―

藏　

中　

し 

の 

ぶ
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に
述
べ
た
。

し
た
が
っ
て
正
規
の
大
学
寮
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
行
わ
れ
ず
と
も
、
案
外
に

急
速
且
つ
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
訓
読
・
釈
義

な
ど
に
関
す
る
「
師
説
」
は
、
大
学
寮
の
外
に
あ
っ
て
の
学
儒
・
師
僧
な
ど
の

私
的
講
筵
・
仏
寺
の
教
講
の
場
・
僧
坊
な
ど
で
の
講
説
等
々
の
形
で
、
し
ば
し

ば
、あ
る
い
は
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
遊
仙
窟
に
お
け
る
「
師
説
」

訓
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
形
で
、
主
と
し
て
官
学
外
の
場
所
で
行
わ
れ
た
訓

読
伝
授
を
さ
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か⑥
。

「
師
説
」
の
背
後
に
は
、
公
私
に
わ
た
る
講
書
・
講
筵
の
場
、
学
問
教
育
の
場
が
あ

り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
平
安
初
期
を
さ
か
の
ぼ
り
、
奈
良
朝
以
前
の
痕
跡
を
と
ど

め
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
奈
良
朝
に
お
い
て
も
、
律
令
学
・
仏
教
学
・
文
学

の
講
説
の
場
が
公
私
に
わ
た
っ
て
開
筵
さ
れ
、そ
れ
ら
が
注
釈
・
語
釈
の
形
式
を
と
っ

て
伝
わ
り
、『
和
名
抄
』
に
も
、
そ
の
幾
何
か
が
拾
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る⑦
。『
和
名
抄
』

を
は
じ
め
と
す
る
古
辞
書
・
古
注
釈
・
類
書
や
そ
こ
に
引
か
れ
た
音
義
・
釈
義
に
は
、

奈
良
朝
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
学
問
が
、
あ
る
程
度
の
体
系
を
保
っ
た
ま
ま
温
存
さ
れ

て
い
る
と
み
て
よ
い
。

『
和
名
抄
』
が
「
師
説
」
注
記
を
ほ
ど
こ
す
引
用
書
に
は
、「
師
説
」、
さ
ら
に
は

「
師
説
」
が
講
じ
ら
れ
た
講
説
の
場
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
見
通
し
の
も
と
、
本
稿
は
「
師
説
」
注
記
を
有
し
、
な
お
か
つ
大
学
寮
の

テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
な
か
っ
た
典
籍
の
う
ち
、
ま
ず
、
北
斉
・
顔
之
推
の
撰
に
な
る
訓
戒

書
『
顔
氏
家
訓
』
七
巻
（
二
巻
と
も
）
の
引
用
例
を
検
証
す
る
。『
顔
氏
家
訓
』
は
吉
備

真
備
撰
『
私
教
類
聚
』
を
は
じ
め
、『
懐
風
藻
』『
万
葉
集
』
等
に
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ⑧
、『
和
名
抄
』
十
巻
本
に
九
例
（
廿
巻
本
八
例
）
の
引
用
が
あ
り
、「
師
説
」

注
記
は
二
例
確
認
さ
れ
る
。『
和
名
抄
』
に
よ
る
『
顔
氏
家
訓
』
引
用
の
手
法
を
『
遊

仙
窟
』
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
と
と
も
に
、『
和
名
抄
』
に
お
け
る
『
顔
氏

家
訓
』
の
受
容
と
活
用
の
具
体
相
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、『
顔
氏
家
訓
』
の
「
師
説
」
注
記

吉
備
真
備
（
六
九
五
〜
七
七
五
）
が
家
訓
書
『
私
教
類
聚
』
一
巻
を
撰
述
し
た
の
は
、

真
備
晩
年
の
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
頃
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
夙
く
散
佚

し
、滝
川
政
次
郎
氏
は
『
政
事
要
略
』
に
引
く
『
私
教
類
聚
』
佚
文
と
『
顔
氏
家
訓
』

本
文
を
比
較
検
討
し
、『
私
教
類
聚
』
は
『
顔
氏
家
訓
』
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
こ
と

を
論
証
さ
れ
た⑨
。

一
方
、『
顔
氏
家
訓
』
撰
者
・
顔
之
推
は
、
字
は
介
、
侯
景
の
乱
以
後
、
梁
の
都
・

建
康
を
離
れ
て
北
斉
に
移
り
、
北
斉
滅
亡
後
は
北
周
・
隋
に
仕
え
た
。
山
東
省
瑯
琊

を
本
貫
と
す
る
顔
氏
は
、
東
晋
以
来
、
建
康
に
移
り
、
代
々
南
朝
に
仕
え
た
門
閥
貴

族
で
あ
り
、『
顔
氏
家
訓
』
は
子
孫
に
対
す
る
訓
戒
の
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
六
朝
貴

族
社
会
の
価
値
観
を
う
か
が
う
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
る
。

『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
『
顔
氏
家
訓
』
は
、
十
巻
本
系
に
九
例
、
廿
巻
本
系
に

八
例
確
認
さ
れ
る
。

便
宜
上
、十
巻
本
系
本
文
は
狩
谷
棭
齋
撰
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』（
以
下
「
箋
注
」
と

略
称
）、廿
巻
本
系
本
文
は
那
波
道
圓
に
よ
る
『
元
和
古
活
字
版
和
名
類
聚
抄
』（
以
下

「
元
和
本
」
と
略
称
）
に
拠
っ
た
。

掲
出
語　
（『
顔
氏
家
訓
』） 　
　
　

十
巻
本
系 

　
　
　

 

廿
巻
本
系

①
嬰
兒　
（
教
子
第
二
） 

巻
一
人
倫
部
男
女
類1-86

ウ 

　
　
　

 　

  

×

②
後
夫　
（
後
娶
第
四
） 

巻
一
人
倫
部
夫
妻
類1-132

ウ 

巻
二
夫
妻
類
第
廿
九2-20

オ

③
前
夫　
（
後
娶
第
四
） 

巻
一
人
倫
部
夫
妻
類1-132

ウ 

巻
二
夫
妻
類
第
廿
九2-20

オ

④
前
後
妻（
後
娶
第
四
） 

巻
一
人
倫
部
夫
妻
類1-135

オ 

巻
二
人
倫
部
夫
妻
類1-135

オ

⑤
傀
儡
子（
書
証
第
十
七
） 

巻
二
術
芸
部
雑
芸
具2-110

オ 

巻
四
雑
芸
具
第
四
十
五4-8

オ

⑥  

長
簷
車（
勉
学
第
八
） 

巻
三
舟
車
部
車
類　

3-70

ウ 

巻
十
一
車
類
第
百
四
十
六11-6

オ

⑦
麻
鞋　
（
治
家
第
五
） 

巻
四
装
束
部
履
襪
類4-28

ウ 

巻
十
二
履
襪
類
第
百
六
十
七12-27

オ

⑧
注
連　
（
風
操
第
六
） 

巻
五
調
度
部
祭
祀
具5-18

オ 

巻
十
三
祭
祀
具
第
百
七
十
二5-18

オ
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⑨
門
燎　
（
風
操
第
六
） 

巻
六
調
度
部
葬
送
具6-79

オ 

巻
十
四
葬
送
具
第
百
九
十14-21

オ

こ
れ
ら
『
和
名
抄
』
所
引
『
顔
氏
家
訓
』
九
例
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
が
表
1

で
あ
る
。

＊
表
1
・『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
『
顔
氏
家
訓
』
本
文

掲
出
語

付
訓
語

引
用
形
式
和　

訓

『
和
名
抄
』
所
引
『
顔
氏
家
訓
』
本
文

①
嬰
兒

嬰
孩

師
説

阿

度
布

 

（
教
子
第
二
）

②
後
夫

③
前
夫

後
夫

前
夫

和
名

一
云

和
名

一
云

宇
波
子

伊
万
乃
乎
宇
止

之
太
乎
、

毛
止
乃
乎
止
古

後
夫
多
寵
前
夫
之
子
。 

（
後
娶
第
四
）

④
前
後
妻
前
妻

後
妻

和
名

古
奈
美

宇
波
奈
利

後
妻
多
悪
前
妻
之
子 

（
後
娶
第
四
）

前
妻
之
子

後
妻
所
稱

並
麻
々
古
也

世
稱
後
子
、
本
文
未
詳
也
。 

（
後
娶
第
四
）

前
夫
之
子

後
夫
所
稱

⑤
傀
儡
子
傀
儡
子

×

俗
名
為
郭
禿
。 

（
書
証
第
十
七
）

⑥
長
簷
車
乗
長
簷
車
今
案
俗
云
×

庇
刺
車
、
是
乎
。 
（
勉
学
第
八
）

⑦
麻
鞋

麻
鞋

乎
久
豆

一
屋
麻
鞋
。『
弁
色
立
成
』
云
、
麻
鞋
以
麻
為
之
。

 
（
治
家
第
五
）

⑧
注
連

注
連

章
断

師
説

之
梨
久
倍
奈
波

之
度
太
智

『
日
本
紀
私
記
』
云
、
端
出
之
繩
、
読
與
注
連
同
。

 

（
風
操
第
六
）

⑨
門
燎

×

喪
出
之
日
、
門
前
燃
火
。 

（
風
操
第
六
）

『
顔
氏
家
訓
』
の
「
師
説
」
注
記
は
、
十
巻
本
に
①
嬰
兒
・
⑧
注
連
の
二
例
、
廿
巻

本
に
は
⑧
注
連
一
例
の
み
が
確
認
さ
れ
る
。
わ
ず
か
二
例
の
『
顔
氏
家
訓
』「
師
説
」

注
記
は
、
何
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
十
巻
本
系
に
の
み
存
在
す
る
①
嬰
兒
の
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
十
巻
本

　

嬰
兒　

  『
唐
韻
』
云
、孩
。
戸
来
反
。『
弁
色
立
成
』

云
、
嬰
兒
、
美
都
利
古
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
巻
一
人
倫
部
男
女
類
1

86
ウ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
教
子
第
二
」

　

俗
諺
曰
、「
教
婦
初
来
、
教
児
嬰
孩
。」 

（「
教
子
第
二
」）

こ
の
項
は
十
巻
本
系
に
の
み
存
在
し
、
本
文
の
異
同
が
甚
だ
し
い
。
広
本
に
『
顔

氏
』
以
下
十
三
字
が
な
く
、『
顔
氏
家
訓
』
は
引
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
昌
平
本
・
広

本
で
は
『
顔
氏
家
訓
』
の
直
前
に
十
八
字
「
蒼
頡
云
、
女
云
嬰
於
盈
反
、

知
古　
　

、
男
云
兒
汝
移
反

」

が
あ
る
が
、
こ
の
本
文
は
旧
本
・
山
田
本
・
尾
張
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
に
な
く
、

棭
斎
は
後
人
の
増
補
を
疑
う
。
つ
ま
り
、
本
文
に
異
同
が
な
い
の
は
『
唐
韻
』
を
引

く
冒
頭
部
の
み
で
あ
り
、
源
順
の
原
撰
本
に
は
、
こ
の
文
の
み
が
存
在
し
た
可
能
性

が
高
い
。

『
和
名
抄
』
諸
本
の
本
文
状
況
か
ら
み
て
、①
嬰
児
の
項
に
は
『
顔
氏
家
訓
』
の
引

用
自
体
が
原
撰
本
に
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、こ
の
「
師
説
」
が
『
顔
氏
家
訓
』

自
体
に
付
さ
れ
た
「
師
説
」
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
⑧
注
連
の
本
文
で
あ
る
。

○
十
巻
本

　

注
連　

  『
顔
氏
家
訓
』
云
、
注
連
章
断
師
説
、
注
連
、
之
梨
久
倍

奈
波
。
章
断
、
之
度
太
智

。『
日
本
紀
私
記
』
云
、
端

出
之
繩
読
與
注

連
同 

（
巻
五
調
度
部
祭
祀
具
5

18
オ
）

○
廿
巻
本

　

注
連　

  『
顔
氏
家
訓
』
云
、
注
連
章
断
、
師
説
、
注
連
之
梨
久

倍
奈
波

。
章
断
之
度
太
智

。『
日
本
紀

私
記
』
云
、
端
出
之
繩
読
與
注

連
同 

（
巻
十
三
祭
祀
具
5

18
オ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
風
操
第
六
」。

　

 

偏
傍
之
書
、
死
有
帰
殺
。
子
孫
逃
竄
、
莫
肯
在
家
、
画
瓦
書
符
、
作
諸
厭
勝
。

喪
出
之
日
、
門
前
然
火
、
戸
外
列
灰
、
祓
送
家
鬼
、
章
断
注
連
。
凡
如
此
比
、

不
近
有
情
。
乃
儒
雅
之
罪
人
、
弾
議
所
当
加
也
。

始
生
小
兒
也
。

『
顔
氏
家
訓
』
云
、
嬰
孩
、
師
説
、
阿

度
布
。
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『
顔
氏
家
訓
』
は
「
章
断
注
連
」
に
作
る
。『
和
名
抄
』
が
「
注
連
章
断
」
と
語
順

を
逆
に
し
た
の
は
、
掲
出
語
「
注
連
」
を
先
掲
し
、「
師
説
」
と
し
て
「
注
連
、
之
梨

久
倍
奈
波
」
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
「
章
断
、
之
度
太
智
」
を
配
置
す
る
た
め
の
工
夫

で
あ
り
、
意
図
的
な
改
変
で
あ
ろ
う
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
、「
注
連
」「
章
断
」
の

ふ
た
つ
の
和
訓
を
掲
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
『
和
名
抄
』
が
、『
顔
氏
家
訓
』
の
直
後
に
『
日
本
紀
私
記
』
を
引
き
、
両

者
を
並
記
す
る
手
法
に
注
目
し
た
い
。『
日
本
紀
私
記
』「
端
出
之
繩
」
の
割
注
「
読

與
注
連
同
」
は
、「
端
出
之
繩
」
の
和
訓
が
「
師
説
、
注
連
」
と
同
じ
「
之
梨
久
倍
奈

波
」
で
あ
る
こ
と
を
注
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
師
説
、
注
連
之
梨
久
倍
奈
波
」
は
、

『
顔
氏
家
訓
』
と
『
日
本
紀
私
記
』
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

箋
注
は
『
古
事
記
』
上
巻
の
「
尻
久
米
縄
」
の
用
例
を
あ
げ
、『
日
本
書
紀
』
に
も

「
端
出
之
縄
」
の
語
が
あ
る
。
む
し
ろ
、「
師
説
」
と
し
て
引
か
れ
る
和
訓
「
之
梨
久

倍
奈
波
」
は
、『
日
本
紀
私
記
』
か
ら
採
取
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
「
師
説
」

は
『
日
本
紀
私
記
』
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
顔
氏
家
訓
』
の
「
師
説
」
と
し
て

は
疑
問
を
の
こ
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
①
嬰
兒
・
⑧
注
連
の
「
師
説
」
注
記
二
例
は
、
い
ず
れ
も
、

『
顔
氏
家
訓
』
自
体
に
付
さ
れ
た
「
師
説
」
と
認
定
す
る
に
は
不
確
か
な
も
の
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑧
注
連
と
同
様
に
、
他
書
の
和
訓
を
引
く
可
能
性
を
示
す
例
に
、
⑦
麻
鞋
の
「
和

名
」
注
記
が
あ
る
。

○
十
巻
本

　

麻
鞋　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
麻
鞋
一
屋
麻
鞋
、
乎
久
豆
。『
弁
色
立

成
』
云
、
麻
鞋
以
麻
為
之

 

（
巻
四
装
束
部
履
襪
類
4

28
ウ
）

○
廿
巻
本

　

麻
鞋　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
麻
鞋
一
屋
麻
鞋
、
和
名
乎
久
豆
。『
弁
色

立
成
』
云
、
麻
鞋
以
麻
為
之

 

（
巻
十
二
履
襪
類
12

27
オ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
治
家
第
五
」

　

 

下
有
一
領
軍
、
貪
積
已
甚
、
家
童
八
百
、
誓
満
一
千
、
朝
夕
毎
人
肴
膳
、
以

十
五
銭
為
率
、
遇
有
客
旅
、
更
無
以
兼
。
後
坐
事
伏
法
、
籍
其
家
産
、
麻
鞋
一

屋
、
弊
衣
数
庫
、
其
餘
財
宝
、
不
可
勝
言
。

『
和
名
抄
』
は
割
注
と
し
て
『
弁
色
立
成
』
を
引
く
が
、
和
訓
は
な
い
。
そ
も
そ

も
、『
弁
色
立
成
』
は
漢
語
を
掲
出
し
て
和
名
を
万
葉
仮
名
で
注
記
す
る
形
式
か
ら
、

『
和
名
抄
』
の
骨
格
を
形
成
し
た
書
の
ひ
と
つ
と
目
さ
れ
、『
和
名
抄
』
に
お
け
る
引

用
回
数
は
一
二
〇
例
に
お
よ
ぶ⑩
。
そ
の
『
弁
色
立
成
』
が
割
注
に
引
か
れ
て
和
名
を

記
載
せ
ず
、
し
か
も
、
廿
巻
本
に
は
「
和
名
乎
久
豆
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
十
巻

本
は
「
和
名
」
を
欠
い
て
「
乎
久
豆
」
と
の
み
記
す
。

こ
の
本
文
も
ま
た
、「
和
名
乎
久
豆
」
が
『
弁
色
立
成
』
を
依
拠
す
る
和
訓
で
あ
っ

た
た
め
、
源
順
が
本
文
に
手
を
入
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
顔
氏
家

訓
』
本
文
は
「
麻
鞋
一
屋
」
ま
で
。
割
注
で
『
弁
色
立
成
』
の
「
和
名
乎
久
豆
」
を

先
に
掲
げ
た
た
め
、「『
弁
色
立
成
』
云
」
の
後
に
置
か
れ
る
は
ず
の
『
弁
色
立
成
』

の
「
和
名
」
が
な
く
、「
麻
鞋
以
麻
為
之
」
の
み
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
推
測
の

域
を
で
な
い
が
、
⑦
麻
鞋
の
「
和
名
乎
久
豆
」
は
『
弁
色
立
成
』
を
出
典
と
す
る
和

訓
で
、『
顔
氏
家
訓
』
の
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

以
上
、『
顔
氏
家
訓
』「
師
説
」
注
記
二
例
は
、
い
ず
れ
も
『
顔
氏
家
訓
』
の
「
師

説
」
と
し
て
認
定
し
が
た
く
、
⑦
麻
鞋
の
「
和
名
」
も
ま
た
、『
顔
氏
家
訓
』
の
も
の

で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
⑧
注
連
の
『
顔
氏
家
訓
』
の
「
師
説
」
は
、
源
順

が
本
文
に
手
を
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
『
顔
氏
家
訓
』
に
冠
せ
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

源
順
は
編
纂
上
の
工
夫
を
さ
ま
ざ
ま
に
凝
ら
し
て
い
た
。
た
だ
、『
顔
氏
家
訓
』
引

用
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
本
文
の
操
作
を
要
し
た
こ
と
は
、
源
順
が
参
看
し
た

『
顔
氏
家
訓
』
に
固
有
の
和
訓
例
が
豊
富
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
十
四
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例
の
「
師
説
」
注
記
を
有
す
る
『
遊
仙
窟
』
の
場
合
と
は
異
な
り
、『
顔
氏
家
訓
』
に

は
『
遊
仙
窟
』
の
よ
う
な
講
説
の
場
、
な
い
し
は
そ
の
記
録
類
が
な
か
っ
た
か
、
少
な

く
と
も
源
順
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、  『
顔
氏
家
訓
』
と
『
遊
仙
窟
』

―
同
一
形
式
・
同
時
採
集
に
よ
る
本
文
の
引
用
―

『
和
名
抄
』
に
引
く
『
顔
氏
家
訓
』
九
例
は
、『
和
名
抄
』
十
巻
本
系
で
は
巻
一
・

二
・
三
・
四
・
五
・
六
に
、
①
嬰
児
を
欠
く
廿
巻
本
系
で
は
巻
二
・
四
・
十
一
・

十
二
・
十
三
・
十
四
に
偏
在
す
る
。
こ
れ
を
出
典
『
顔
氏
家
訓
』
の
側
か
ら
み
れ
ば
、

同
じ
篇
か
ら
複
数
の
項
に
わ
た
っ
て
本
文
を
引
用
す
る
例
が
二
例
、
第
一
に
「
後
娶

第
四
」
を
引
く
②
後
夫
・
③
前
夫
・
④
前
後
妻
の
四
項
、
第
二
に
「
風
操
第
六
」
を

引
く
⑧
注
連
・
⑨
門
燎
の
二
項
と
な
る
。

第
一
に
、『
顔
氏
家
訓
』「
後
娶
第
四
」
を
出
典
と
す
る
②
後
夫
・
③
前
夫
・
④
前

後
妻
で
あ
る
。

②
後
夫

○
十
巻
本

　

後
夫　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
後
夫
多
寵
前
夫
之
子
後
夫
、
和
名
宇
波
乎
、

一
云
、
伊
万
乃
乎
宇
止

 

（
巻
一
人
倫
部
夫
妻
類
1

１
３
２
ウ
）

○
廿
巻
本
系

　

後
夫　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
後
夫
多
寵
前
夫
之
子
和
名
宇

波
乎

一
云
伊
萬
乃

乎
宇
止

 

（
巻
二
夫
妻
類
第
廿
九
2

20
オ
）

③
前
夫

○
十
巻
本

　

前
夫　
『
顔
氏
』
云
、
前
夫
和
名
、
之
太
乎
。
一

云
、
毛
止
乃
乎
止
古

 

（
巻
一
人
倫
部
夫
妻
類
1

１
３
２
ウ
）

○
廿
巻
本

　

前
夫　
『
顔
氏
』
云
、
前
夫
和
名
、

之
太
乎

一
云
毛
止
乃

乎
止
古 

（
巻
二
夫
妻
類
第
廿
九
2

20
オ
）

④
前
後
妻

○
十
巻
本

　

前
後
妻　

  『
顔
氏
家
訓
』
云
、
後
妻
多
悪
前
妻
之
子
和
名
、
前
妻
、
古
奈
美
。
後
妻
、
宇
波
奈
利
。
前
妻
之
子
、

後
妻
所
称
、
前
夫
之
子
、
後
夫
所
称
、
並
麻
々
古
也
。

世
称
後
子
、

本
文
未
詳
也 

（
巻
一
人
倫
部
夫
妻
類
1

１
３
５
オ
）

○
廿
巻
本

　

後
妻　
　
『
顔
氏
』
云
、
後
妻
必
悪
前
妻
之
子
和
名
、
宇

波
奈
利

　

前
妻　
　
『
顔
氏
』
云
、
和
名
、
毛

止
豆
女

一
云
古
奈
美 

（
巻
二
夫
妻
類
第
廿
九
2

21
オ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
後
娶
第
四
」

　

 

凡
庸
之
性
、
後
夫
多
寵
前
夫
之
孤
、
後
妻
必
虐
前
妻
之
子
。
非
唯
婦
人
懐
嫉
妬

之
情
、
丈
夫
有
沈
惑
之
僻
。
亦
事
勢
使
之
然
也
。
前
夫
之
孤
、
不
敢
与
我
子
争

家
、
提
携
鞠
養
、
積
習
生
愛
。
故
寵
之
。
前
妻
之
子
、
毎
居
己
生
之
上
、
宦
学

婚
嫁
、
莫
不
為
防
焉
。
故
虐
之
。
異
姓
寵
則
父
母
被
怨
、
継
親
虐
則
兄
弟
為
讐
。

家
有
此
者
、
皆
門
戸
之
禍
也
。

出
典
は
冒
頭
の
一
文
、『
顔
氏
家
訓
』「
必
虐
」
を
十
巻
本
は
「
多
悪
」、
廿
巻
本
は

「
必
悪
」
に
作
る
。
②
後
夫
は
『
顔
氏
家
訓
』「
孤
」
を
「
子
」
に
作
る
。
④
前
後
妻

は
、
十
巻
本
が
「
前
後
妻
」
に
一
括
す
る
の
に
対
し
て
、
廿
巻
本
は
「
後
妻
」「
前

妻
」
と
項
を
分
か
つ
。

『
和
名
抄
』
②
後
夫
・
③
前
夫
・
④
前
後
妻
（
後
妻
・
前
妻
）
の
掲
出
順
は
『
顔
氏

家
訓
』
に
従
っ
て
お
り
、
源
順
が
『
顔
氏
家
訓
』
本
文
を
忠
実
に
た
ど
り
な
が
ら
、

四
項
を
一
括
し
て
冒
頭
の
一
文
か
ら
抜
き
出
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
二
に
、
⑨
門
燎
は
、
前
節
の
⑧
注
連
と
同
じ
く
、
出
典
は
「
風
操
第
六
」
で
あ

り
、『
顔
氏
家
訓
』「
然
」
を
「
燃
」
に
作
る
。

○
十
巻
本

　

門
燎　

  『
周
礼
』
云
、
喪
設
門
燎
力
弔
反
。
俗

云
、
門
火

。『
顔
氏
家
訓
』
云
、
喪
出
之
日
、
門
前
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燃
火
。 

（
巻
六
調
度
部
葬
送
具
6

79
オ
）

○
廿
巻
本

　

門
燎　

  『
周
礼
』
云
、
喪
設
門
燎
力
弔
反
。
俗

云
、
門
火

。『
顔
氏
家
訓
』
云
、
喪
出
之
日
、
門
前

燃
火
。 

（
巻
十
四
葬
送
具
第
百
九
十
14

21
オ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
風
操
第
六
」

　

 

喪
出
之
日
、
門
前
然
火
、
戸
外
列
灰
、
祓
送
家
鬼
、
章
断
注
連
。
凡
如
此
比
、

不
近
有
情
。

こ
れ
は
葬
送
に
関
す
る
迷
信
を
列
挙
す
る
文
脈
中
の
対
句
表
現
で
あ
り
、
出
典
中

に
⑨
門
燎
「
喪
出
之
日
、
門
前
然
火
」
と
⑧
注
連
「
章
断
注
連
」
の
位
置
は
近
接
す

る
。
対
句
を
好
み
、同
一
箇
所
か
ら
複
数
の
項
を
同
一
形
式
で
引
用
す
る
『
和
名
抄
』

の
こ
の
手
法
は
、『
遊
仙
窟
』
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
和
名
抄
』
の
『
遊
仙
窟
』
引
用
の
手
法
に
つ
い
て
、
蔵
中
進
は
、
他
書
や
訓
釈
・

音
義
の
類
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、源
順
が
『
遊
仙
窟
』
本
文
を
直
接
参
看
し
て
、

対
句
を
同
時
に
採
集
し
、
同
一
形
式
を
も
っ
て
各
項
に
配
置
し
た
も
の
と
し
た⑪
。

『
顔
氏
家
訓
』
を
引
く
上
記
二
例
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
事
情
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
。

源
順
は
直
接
『
顔
氏
家
訓
』
を
参
看
し
、「
後
娶
第
四
」
か
ら
②
後
夫
・
③
前
夫
・
④

前
後
妻
の
四
項
を
、「
風
操
第
六
」
か
ら
⑧
注
連
・
⑨
門
燎
の
対
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同

時
に
採
集
し
、
同
一
形
式
を
も
っ
て
配
置
し
た
。

『
和
名
抄
』
撰
述
に
あ
た
っ
て
、
源
順
は
『
顔
氏
家
訓
』『
遊
仙
窟
』
を
同
じ
方
法

で
引
用
し
て
い
た
。
両
書
は
、
源
順
の
な
か
で
同
じ
位
相
の
同
類
の
書
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、『
顔
氏
家
訓
』
本
文
の
み
の
引
用
形
式

『
顔
氏
家
訓
』
を
引
く
場
合
、『
和
名
抄
』
が
本
文
の
み
を
引
用
す
る
形
式
が
三
例

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
三
例
は
和
訓
を
採
用
し
な
い
引
用
形
式
で
あ
る
。
漢
語

を
掲
出
し
、
万
葉
仮
名
で
和
名
・
和
訓
を
示
す
と
い
う
『
和
名
抄
』
の
あ
り
か
た
か

ら
す
れ
ば
、
異
例
の
注
記
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

⑤
傀
儡
子
「
俗
名
為
郭
禿
」

　

⑥
長
簷
車
「
乗
長
簷
車
今
案
、
俗
云
、

庇
刺
車
、
是
乎

」

　

⑨
門
燎  「
喪
出
之
日
、
門
前
燃
火
」

第
一
に
、
⑤
傀
儡
子
の
『
和
名
抄
』
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
十
巻
本

　

傀
儡
子　

  『
唐
韻
』
云
、
傀
儡
賄

二
音
、

和
名
久
々
豆

、
楽
人　

所
弄
也
。『
顔
氏
家
訓
』
云
、
俗

名
傀
儡
子
為
郭
禿
。 

（
巻
二
術
芸
部
雑
芸
具
2

１
１
０
オ
）

○
廿
巻
本

　

傀
儡
子　

  『
唐
韻
』
云
、
傀
儡
賄

二
音
、

和
名
久
々
豆

、
楽
人
之
所
弄
也
。『
顔
氏
家
訓
』
云
、
俗

名
傀
儡
子
為
郭
禿
。 

（
巻
四
雑
芸
具
第
四
十
五
4

8
オ
）

＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
書
証
第
十
七
」

　

或
問
、「
俗
名
傀
儡
子
為
郭
禿
、
有
故
実
乎
」。

　

  

答
曰
、「
風
俗
通
云
、『
諸
郭
皆
諱
禿
』。
当
是
前
代
人
有
姓
郭
而
病
禿
者
、
滑
稽

戯
調
。
故
後
人
為
其
象
、
呼
為
郭
禿
。
猶
文
康
象
庾
亮
耳
」。

『
和
名
抄
』
は
、掲
出
語
「
傀
儡
子
」
に
一
致
す
る
「
俗
名
傀
儡
子
為
郭
禿
」
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
。「
俗
名
」
も
『
顔
氏
家
訓
』
の
本
文
で
あ
り
、『
和
名
抄
』
の
注

記
で
は
な
い
。

第
二
に
、
⑥
長
簷
車
の
『
和
名
抄
』
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
十
巻
本

　

長
簷
車　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
乗
長
簷
車
今
案
、
俗
云
、

庇
刺
車
、
是
乎

 

（
巻
三
舟
車
部
車
類
3

70
ウ
）

○
廿
巻
本

　

長
簷
車　
『
顔
氏
家
訓
』
云
、
乗
長
簷
車
今
案
、
俗
云
、

庇
刺
車
、
是
乎

 

（
巻
十
一
車
類
第
百
四
十
六
11

6
オ
）
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＊
出
典
『
顔
氏
家
訓
』「
勉
学
第
八
」

　
  

梁
朝
全
盛
之
時
、
貴
遊
子
弟
、
多
無
学
術
、
至
於
諺
云
、「
上
車
不
落
則
著
作
、

体
中
何
如
則
秘
書
」。
無
不
熏
衣
剃
面
、
傅
粉
施
朱
、
駕
長
簷
車
、
跟
高
歯
屐
、

坐
棋
子
方
褥
、
憑
斑
絲
隠
嚢
、
列
器
玩
於
左
右
、
従
容
出
入
、
望
若
神
仙
。
明

経
求
第
、
則
顧
人
答
策
、
三
九
公
宴
、
則
假
手
賦
詩
。
当
爾
之
時
、
亦
快
士
也
。

『
和
名
抄
』
は
掲
出
語
「
長
簷
車
」
を
含
む
「
駕
長
簷
車
」
の
一
句
を
抜
き
だ
し
、

「
駕
」
を
「
乗
」
に
作
る
。
な
お
、『
和
名
抄
』
の
「
今
案
」
は
、源
順
の
序
文
に
「
注

加
今
案
、
聊
明
故
老
之
説
、
略
述
閭
巷
之
談
、
償
而
謂
之
」
と
あ
り
、
源
順
自
身
の

補
説
と
み
て
よ
い
。
掲
出
語
「
長
簷
車
」
に
つ
い
て
、
源
順
が
「
俗
に
云
ふ
」
と
こ

ろ
の
「
庇
刺
車
」
を
比
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
⑤
傀
儡
子
・
⑥
長
簷
車
は
掲
出
語
と
本
文
が
一
致
す
る
が
、
和
訓
が
な
い
。

掲
出
語
の
用
例
と
し
て
『
顔
氏
家
訓
』
の
本
文
を
提
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

第
三
に
、
⑨
門
燎
「
喪
出
之
日
、
門
前
燃
火
」
は
、
前
掲
『
顔
氏
家
訓
』「
風
操
第

六
」
の
本
文
「
喪
出
之
日
、
門
前
然
火
」
を
抜
き
だ
し
た
も
の
で
、
本
文
「
然
」
を

「
燃
」
に
作
る
。

掲
出
語
「
門
燎
」
は
『
周
礼
』
の
付
訓
語
「
喪
設
門
燎
」
に
対
応
す
る
の
で
、『
顔

氏
家
訓
』
の
「
門
前
燃
火
」
は
掲
出
語
「
門
燎
」
と
一
致
せ
ず
、
和
訓
も
な
い
。
こ

れ
も
掲
出
語
の
用
例
の
働
き
を
な
す
。

ち
な
み
に
、
同
じ
「
風
操
第
六
」
を
出
典
と
す
る
⑧
注
連
で
は
、
出
典
に
連
続
す

る
二
語
「
注
連
」「
章
断
」
を
採
録
し
た
た
め
、最
初
の
掲
出
語
「
注
連
」
＝
付
訓
語

「
注
連
」
＝
和
訓
「
之
梨
久
倍
奈
波
」
が
一
致
す
る
が
、
二
番
目
の
付
訓
語
「
章
断
」

＝
和
訓
「
之
度
太
智
」
は
掲
出
語
「
注
連
」
に
対
応
し
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
⑤
傀
儡
子
・
⑥
長
簷
車
は
掲
出
語
と
本
文
が
一
致
す
る
が
、
和
訓
が
な
い
。

⑨
門
燎
は
掲
出
語
と
本
文
が
一
致
せ
ず
、和
訓
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
掲
出
語
の
用
例
・

類
義
語
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
用
例
・
類
義
語
を
掲
出
す
る
な
ら
ば
、
あ
え

て
『
顔
氏
家
訓
』
を
引
く
必
然
性
は
な
い
。

な
ぜ
、『
顔
氏
家
訓
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

⑨
門
燎
に
関
し
て
言
え
ば
、『
顔
氏
家
訓
』
本
文
に
お
い
て
、
⑨
門
燎
は
⑧
注
連
と

近
接
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。
源
順
が
『
顔
氏
家
訓
』
を
参
看
し
た
際
に
拾
い
あ
げ
た

例
を
こ
こ
で
活
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

総
体
と
し
て
、『
遊
仙
窟
』
同
様
、『
顔
氏
家
訓
』
も
ま
た
、
訓
戒
書
と
し
て
多
数

の
故
事
・
典
例
を
収
載
し
、
説
話
的
興
趣
に
富
む
故
事
逸
話
集
の
一
面
を
も
つ
。
⑤

傀
儡
子
の
出
典
「
書
証
」
篇
な
ど
は
実
際
的
な
学
習
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
好
適
で
あ

り
、『
和
名
抄
』
撰
述
に
際
し
て
、
源
順
は
こ
う
し
た
語
彙
を
類
聚
編
纂
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

源
順
の
『
遊
仙
窟
』『
顔
氏
家
訓
』
に
対
す
る
姿
勢
や
引
用
手
法
が
共
通
す
る
の

は
、
こ
う
し
た
両
書
の
本
質
的
な
類
似
性
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
む
す
び

『
和
名
抄
』
が
「
師
説
」
を
注
記
す
る
引
用
書
に
は
、「
師
説
」、
さ
ら
に
は
「
師

説
」
が
講
じ
ら
れ
た
講
説
の
場
が
前
提
と
な
る
と
い
う
見
通
し
の
も
と
、『
顔
氏
家

訓
』
の
引
用
例
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、「
師
説
」
注
記
二
例
は
、
い
ず
れ
も
、『
顔
氏
家
訓
』
自
体
に
付
さ
れ

た
「
師
説
」
と
認
定
す
る
に
は
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
和
名

抄
』
の
用
例
を
み
る
か
ぎ
り
、『
顔
氏
家
訓
』
に
「
師
説
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
疑
わ

し
い
。

一
方
、『
和
名
抄
』
に
お
け
る
『
顔
氏
家
訓
』
引
用
の
手
法
は
、『
遊
仙
窟
』
の
そ

れ
に
類
似
す
る
。『
遊
仙
窟
』
同
様
、『
顔
氏
家
訓
』
本
文
を
直
接
参
看
し
、
対
句
を

同
時
に
採
集
し
、
同
一
形
式
を
も
っ
て
各
項
に
配
置
す
る
と
い
う
手
法
は
、
他
書
や

訓
釈
・
音
義
の
類
聚
書
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く⑫
、
源
順
が
直
接
『
顔
氏
家
訓
』
を

参
看
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
本
文
の
み
を
引
用
す
る
形
式
が
『
遊
仙
窟
』
十
四
例
中
三
例
、『
顔
氏
家

訓
』
九
例
中
三
例
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
書
を
引
用
す
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
。
俗
書
『
遊
仙
窟
』
同
様
、
訓
戒
書
『
顔
氏
家
訓
』
も
ま
た
、
故
事
・

典
例
を
数
多
く
収
録
し
、
説
話
的
興
趣
に
富
む
故
事
逸
話
集
の
一
面
を
も
ち
、
実
際

的
な
学
習
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
好
適
で
あ
っ
た
。
源
順
の
姿
勢
が
共
通
す
る
の
も
、

こ
う
し
た
両
書
の
本
質
的
な
類
似
性
に
よ
る
部
分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
一
方
、『
遊
仙
窟
』
と
は
異
な
り
、『
顔
氏
家
訓
』
引
用
本
文
に
は
、
源
順

の
苦
慮
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
源
順
が
参
看
し
た
『
顔
氏
家
訓
』

に
固
有
の
和
訓
例
が
豊
富
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。『
顔
氏
家
訓
』
に
は

『
遊
仙
窟
』
の
よ
う
な
講
説
の
場
や
そ
の
記
録
類
が
な
か
っ
た
か
、あ
る
い
は
源
順
に

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ひ
い
て
は
、『
顔
氏
家
訓
』
が
『
遊
仙
窟
』

ほ
ど
に
は
広
い
読
者
層
に
読
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

源
順
が
同
じ
位
相
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
和
名
抄
』
撰
述
に
用
い
た
『
顔
氏
家
訓
』

と
『
遊
仙
窟
』
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
落
差
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

注①　
蔵
中
進
「
序
に
か
え
て
」（
蔵
中
進
・
林
忠
鵬
・
川
口
憲
治
『「
倭
名
類
聚
抄
」
十
巻

本
・
廿
巻
本
所
引
書
名
索
引
』
一
九
九
九
年
五
月
、
勉
誠
出
版
）。

　

林
忠
鵬
『「
和
名
類
聚
抄
」
の
文
献
学
的
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
、
勉
誠
出
版
）。

　

尹
仙
花
「『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
『
法
苑
珠
林
』
の
間
接
引
用
に
つ
い
て
―
『
広

志
』
を
中
心
に
―
」（『
水
門
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
水
門
の
会
）

②　

大
槻
信
「
倭
名
類
聚
抄
の
和
訓
ー
和
訓
の
な
い
項
目
」（『
国
語
国
文
』
第
八
三
八

号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）。

③　

  

川
口
久
雄『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』上
、四
一
一
〜
四
一
二
頁（
一
九
八
八

年
一
月
、
明
治
書
院
）。

　
　

築
島
裕
「
中
古
辞
書
史
小
考
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
一
巻
一
〇
号
）。

④　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
（
一
九
六
二
年
九
月
、
塙
書
房
）

⑤　

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
学
的
研
究
』
第
二
章

（
二
〇
〇
一
年
九
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

⑥　

藏
中
進
「
和
名
類
聚
抄
と
遊
仙
窟
」（『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
一
八
号
、一
九
六
七
年

十
月
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
）。

⑦　

拙
稿
「
律
令
・
仏
教
・
文
学
の
交
錯
―
唐
代
口
語
語
彙
「
顔
面
」
を
め
ぐ
る
講
説
の

場
―
」（『
日
本
文
学
』
第
六
〇
巻
第
五
号
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
日
本
文
学
協
会
）。

⑧　

注
④
の
前
掲
書
。

⑨　

滝
川
政
次
郎
「
私
教
類
聚
の
構
成
と
そ
の
思
想
」（『
史
学
雑
誌
』
第
四
一
編
第
六

号
、
一
九
三
〇
年
六
月
）

⑩　

蔵
中
進
「『
和
名
類
聚
抄
』
所
引
『
弁
色
立
成
』
考
」（『
東
洋
研
究
』
第
一
四
一
号
、

二
〇
〇
二
年
十
一
月
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
）。

⑪　

注
⑥
の
前
掲
論
文
。

⑫　

黄
雪
蓮
「『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
遊
仙
窟
』
の
古
訓
―
図
書
寮
本
・
観
智
院

本
『
類
聚
名
義
抄
』
古
訓
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
―
」（『
水
門
』
第
二
四
号
、二
〇
一
二

年
九
月
、
水
門
の
会
）。

﹇
付
記
﹈

　

長
き
に
わ
た
る
中
西
健
治
先
生
の
ご
厚
情
と
学
恩
に
心
よ
り
の
謝
意
を
表
し
、先
生
の

益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（C）
「
仏
教
東
流
と
大
安
寺

文
化
圏
―
祗
園
精
舎
・
長
安
西
明
寺
・
大
安
寺
創
建
説
話
の
背
景
―
」（
課
題
番
号
‥

二
三
五
二
〇
四
二
二
）
の
成
果
の
一
部
で
す
。

（
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）


